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イベント概要 

 

[企業名]  プレミアグループ株式会社 

 

[企業 ID]  7199 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 3 月期 第 2 四半期決算説明 

 

[決算期]  2020 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2020 年 11 月 6 日 

 

[ページ数]  16 

  

[時間]   15:00 – 15:25 

（合計：25 分、登壇：25 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  柴田 洋一（以下、柴田） 
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登壇 

 

柴田：皆さん、こんにちは。プレミアグループ株式会社、代表取締役の柴田でございます。証券コ

ード 7199、東証一部上場でございます。 

それでは、早速でございますが、2021 年 3 月期、第 2 四半期の決算を発表させていただきます。 

今回、大きく二つのテーマで発表させていただきます。まず、3 月期の第 2 四半期の決算概要、最

後に外部環境の影響についてコメントさせていただきたいと考えております。 

本日、11 月 6 日に決算発表という形で、本来であれば来週 11 月 13 日(金)に決算発表の予定では

ありましたが、1 週間前倒しで決算を発表することができましたので、本日発表させていただいて

おります。 

 

早速ですが、21 年 3 月期、第 2 四半期の決算概要の説明になります。 

この第 2 四半期につきましては、自動車マーケットについては、第 1 四半期、コロナの影響でかな

り大きく落ち込んでいましたが、その影響、マーケットも回復の傾向にある状況にございます。 

ただ、当社の取扱高につきましては、去年ちょうど、この第 2 クォーターまで、消費税の増税が昨

年の 10 月にあったことで、昨年に関しては特殊要因ということもあり、非常に大きな売上もあっ
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たことで、今期については前年比のトップラインはマイナスと、取扱高はマイナスになっておりま

す。 

また、第 1 クォーター、緊急事態宣言等々で営業の自粛をかなり行いましたので、そういった意味

では、第 1 クォーターの新規開拓活動等の減少が影響し、この第 2 クォーターについても前年比マ

イナスという状況にはなっております。 

ただ、われわれの決算につきましては、従前から申し上げていますとおり、ストックビジネスの強

みがあって、営業収益は右肩上がりにしっかりと伸長していますので、この点はご確認をいただけ

ればと思っております。 

 

まず、その第 2 四半期の連結業績です。 

先ほど申し上げたとおり、事業の伸長によるストックの戻し入れが、過去の稼いできた部分をしっ

かりと収益に計上できる形から、今期につきましても営業収益は 83 億 8,600 万円で、前年同期比

126%と、非常に大きな伸びを継続してございます。 

また、一過性の利益が、前年については約 21 億円の特殊要因の収益がありました。 

今期がこの 6 億円で、ここの部分がマイナスということもあって、税引前利益は、昨年 30 億

5,200 万円に対して 20 億 100 万円で、65.5%となっておりますが、実態、われわれの本業の収益
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から出る部分を勘案しますと、こちらは 11 億 2,700 万円から 14 億 5,700 万円で、こちらも営業

収益と同様に、前年同期比約 130%の大きな伸びを示している形になってございます。 

 

この税引前利益に本業の部分が伸びているという部分の少し細かい説明になります。 

先ほど、前期については約 20 億円近い特殊要因、前期に限った利益があったということで、前期

は会計上の見積り変更を行いましたので、これにより特別利益が約 20 億円出ています。そこか

ら、ある程度マイナスの先行投資の費用等々も差し引いた形で、19 億円が前期 30 億円の内訳の特

殊要因の利益と。 

本業での利益は、前期は約 11 億円でした。今期に関しては、その本業の 11 億 2,700 万円の利益

が 14 億 5,700 万円で、しっかりとビジネスがうまく回っている形で、大きな利益が出ているとい

う、伸び率の高い利益構成になっております。 

また、今期の 5 億 4,500 万円の内訳といたしましては、この 4 月に M&A で買収をいたしました中

央債権回収、こちらの負ののれん約 6 億円等々の影響により、このような形になっております。 
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冒頭に申し上げたクレジットの取扱高に関しましては、この今期の第 2 四半期は 778 億円、前期

が 920 億円、前々期が 642 億円でございます。前々年に関しては、大きな伸びは継続しておりま

すが、前期から比較しますと約 85%という状況になっております。 

ただ、今期の上期の予想に関しましては、約 86%の推移で進めていくことを当初より計画してお

りましたので、若干計画比、ビハインドではありますけども、ほぼほぼ予定どおりの取扱高となっ

てございます。 

ただ、われわれがここまで取扱高の予想を低くしたのは、もちろんマーケットの影響もあります

が、それだけではなく、やはり審査のレベルを落とさずに、債権の内容、質をしっかり重視し、粗

利益率、利益率をしっかりとキープをしていこうというところが、この営業の方針で取った部分と

いうところがあります。 

この部分で、粗利益と、われわれは管理会計上、利益の絶対額も昨年と比較しているんですけど

も、こちらは昨対比 95.6%で、ほぼほぼ昨対並みの利益は確保できています。 

また、若干この取扱高がマイナスになった要因は、マーケットと DX 化。われわれは、例えば契約

書のペーパーレス化ですとか、自動審査の高度化、こういったものが若干遅れてスタートしたこと

で、この第 3 クォーターからは、かなりのペースで進んでくるというところで、この辺の DX 化も

今後しっかりと推進をしていくことによって、キャッチアップをしていきたいと考えております。 
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また、自動車販売店様向けの会員制サービス、これは有償の会員サービスになります。この

Premium Club の会員募集を開始しておりますので、今期内には約 100 店舗の Premium Club、有

償の会員組織網が出来上がることで、新たなマネタイズの確立もできると考えております。 

この下期についても、第 3 クォーター、第 4 クォーターについても、取扱高に関しては前年対比

100%で予想をしておりますが、マーケットはやはり若干まだまだ厳しい状況が続くと考えている

中で、対前年に関してはしっかりとキープをしていくのが、この下期に向けての戦略になります。 

 

クレジットの債権残高に関しては、しっかりとここは伸びていくという状況です。前年対比

114.5%で、3,000 億円を突破した残高をしっかりとキープしている形でございます。 

ただ、延滞債権残高につきましては 0.92%と、0.1%少し上がっている状況ではあるんですけど

も、この上がりの原因は、債権内容が悪化したことではなく、第 1 クォーターに裁判所が業務停止

をしておりましたので、そういった意味での債権の整理、督促、法的手続き等々がやはり遅延して

いる影響と。また、債権残高自体が取扱高の減少によって若干鈍化しておりますので、この影響に

より数字的には少し上がっております。 

中身をご説明させていただくと、初期の延滞の解消率に関しては、例年にない、当社としてもレコ

ードの更新をしておりますので、しっかりと引き続き優良債権を確保していく、または初期から延

滞を抑えていくことによって、長期延滞を抑制していくような方向性は全く変わっておりません。 
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また、この 4 月にサービサーである中央債権回収株式会社、こちらを 100%子会社化いたしました

ので、この債権活動についても回収活動を、専門的に回収を実施していけると考えております。 

 

加盟店の社数の推移でございます。 

こちらも 2 万 3,322 社で、ふたを開けますと 109.5%。毎年、大体伸び率が 110%前後で、ここ数

年は 110%前後ございますので、着地としては約 110%程度にはなったんですけども、ただ、この

下にございます、増減要因を見ていただければ、はっきり分かると思います。 

前年の同期比でいきますと、第 1 クォーターがやはり新規活動の停止があって、第 2 クォーターの

累計では対前年 77.2%ですが、第 2 クォーターのみで見ると、営業を復活させ、7 月からまた加盟

店の活動、活発化をしていますので、約 140%の伸びでございます。 

第 2 クォーターだけを取ってみると、しっかりとキャッチアップもできて、加盟店もしっかりと伸

ばしていけている、ここが第 3 クォーター、第 4 クォーターに数字としてもキャッチアップできて

くる部分として、上がってくると考えております。 
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次に、われわれの二つ目のコア事業であります故障保証事業の取扱高の推移でございます。 

こちらは、私どものマーケットのシェアが非常に高かったところもあって、この前年同期比は

99.9%で、ほぼ 100%の前年同期比で推移をしております。 

コロナ禍の営業活動自粛によって、マーケットの影響が非常に大きかったのかなと。ただ、全体的

なシェアを私ども 2 社のグループで保持をしておりますので、そういった意味ではクレジットに比

べるとマーケットのシェアだけが響いた形になっております。 

ただ、第 2 クォーターにつきましては、前年対比が特殊要因を除きますと 107.8%で、こちらもし

っかりと、この第 2 クォーターに向けて伸びてきている部分がございます。 

これも故障保証の今までの課題であった新しいマーケットを開拓していくというところで、前段で

もトピックスのところで記載がありましたとおり、この 10 月よりプレミアワランティサービスと

いう、新たな故障保証を推進する子会社を立ち上げましたので、こちらでしっかりとニューマーケ

ットを捉えていくような動きも活性化していきたいと考えております。 
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この営業収益の推移でございます。 

われわれ、ファイナンス事業、故障保証事業、それと昨年より新たに本格的にスタートしたオート

モビリティサービス事業、この三つの事業をこれから柱にしていきたいと考えておりますが、この

三つの事業、ともにしっかりと伸長している状況でございます。 

特にここでご注目いただきたいのは、このオートモビリティサービス事業、こちらが昨年 2 億

8,700 万円から 5 億 9,800 万円で、ほぼ倍増をしております。われわれ、昨年からこの事業に関し

てはアクセルを踏んでいっている状況でございますので、しっかりと 3 本目の柱として、順調に育

っていると見ていただけるのかなと思います。 

また、今期の出来上がりから見ると、この営業収益の構成比は、恐らくこのオートモビリティサー

ビス事業が今期で 10%程度にはなる形で、今後もしっかりと伸ばしていける大きな分野だと思っ

ております。 
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次に、営業費用の推移でございます。 

昨年の営業費用は 57 億 4,200 万円、今期の営業費用が 69 億 4,400 万円で、前年同期比 120.9%

で、非常に経費が膨らんでいるように見られるんですけども、細かい内容で見てみますと、われわ

れは 2020 年 1 月以降 3 社を M&A によって子会社化しております。 

もちろん人件費、3 社合わせて、約 100 名強の人員がいるわけですけども、このグループインによ

って、約 4 億 3,000 万円の費用増加になっております。そういった意味では、新たに加えた新規子

会社を除く営業費用としては、前年同期比 113.4%でございますので、しっかりと営業費用も抑え

つつ、事業を展開できていることがここで見ていただけると思っております。 
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今期の通期の業績の見通しになります。 

今期に関しましては、営業収益は 171 億 4,000 万円、税引前利益は 28 億 6,500 万円。この数字を

しっかりと出せる形で、順調に推移をしております。下期のマーケットの成長率は、取扱高のとこ

ろでもご説明をいたしましたが、前年マイナスという見込みをしております。 

この第 2 クォーター、マーケットが非常に戻ってきたと言われているんですけれども、9 月という

単月だけを見ると、7～8 月に比べると、消費税の増税前の駆け込み影響もあるんですが、前年マ

イナスで推移をしている状況から、まだまだマーケットの成長率はこのコロナが解決しない限り

は、しばらく厳しい状況が続くと考えております。 

当社の取扱高は前年同期比、最低でも 100%、これはしっかりとできると戦略をつくって、今、対

応しております。そういった意味では、営業収益、税引前利益とも前期発表させていただいた、

171 億 4,000 万円、28 億 6,500 万円、この二つの数字をしっかりと達成できると考えております

し、さらなる上積みができるようにしていきたいと考えております。 
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また、その他トピックスといたしましては、私どものローンに関しては提携ローンという形で銀行

と提携をしながら、このローンを、アセットを積まずに積み上げてこられている特徴があります。

新たに 4 行目として、GMO あおぞらネット銀行さんと業務提携をさせていただきまして、提携ロ

ーンの取扱高をお返しをさせていただきます。これにより、私どもの提携ローン、ローンの提携行

が 4 行となりますので、今後も伸ばしていける土台が、しっかりと出来上がったと考えてございま

す。 

また、故障保証という非常に私どものシェアの高いこのビジネス、こういったものを国内外、グル

ープ会社を今後、より一層成長させていくために、その統括会社としてプレミアワランティサービ

スを設立いたしました。これにより、私どものプレミアグループの傘下に主要子会社、オートロー

ンを提供します、プレミア株式会社、それと、このプレミアワランティサービス株式会社が故障保

証。 

また、プレミアモビリティサービス株式会社が、オートモビリティサービス事業を推進していくこ

とで、3 社がしっかりとリンクをしながら、お互いに活性化しながらビジネスを推進していく体制

が整ったと考えてございます。 

また、東洋経済オンラインでも取り上げられましたが、女性管理職の比率が高い企業でランクイン

させていただいたり、フレックスタイム制の導入等、こういった働き方、ESG にもつながると思
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いますけれども、こういった点に関しても、しっかりと引き続き力を入れていきたいと考えており

ます。 

また、われわれの最大の顧客である加盟店様向けにポータルサイトを新たに作って、こちらのサイ

トを加盟店様が利用していただくことによって、加盟店様の利便性がより一層向上して、私どもの

サービス、いろいろなあらゆるサービスが使いやすくなる、こういったものも、今後も引き続き努

めていきたいと考えてございます。 

 

最後に、外部環境の影響についてご説明をさせていただきます。 

外部環境という観点から、コロナの影響から、第 1 クォーターに比べますと感染者数も減少してき

ていることもあって、マーケットは回復傾向ではあります。当社は、オートクレジットの取扱高は

マーケットに反して落ち込んでいる部分はございますが、われわれとしては利益をしっかりと確保

していくというポリシーの下、計画どおりで推移している考え方でございます。 

また、コロナによる経済状況悪化によって延滞債権が増えるのではないか、支払債権が増えるので

はないか、こういう予想もしていたんですけども、おかげさまでこちらの発生も減少しておりま

す。また、手元資金、内部留保も十分な余裕を保持しております。 

第 1 クォーターのみ、第 2 クォーターのみで、この比較をしていただければ非常に歴然と分かると

思います。 
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この中で見ていただきたいのは、このオートクレジットの粗利益率。これは決算上では表れない、

われわれの管理指標にはなるんですけども、第 2 クォーターのみを取って見ていただくとプラス

22.3%で、こちらは大きく利益が伸びています。 

われわれとしては、取扱高でシェアを伸ばすというこの時期ではなくて、マーケットが非常に落ち

込んでいる状況もあって、むやみにシェアを上げるのではなく、しっかりと利益はキープしていき

たいという考え方に基づいて、オートローンの戦略を打っておりますので、成長としては引き続き

大きな成長を遂げているとご理解をいただければと思っております。 

また、延滞債権、支払猶予債権に関しても、第 1 クォーターだけですと、約 110 件の経済状況悪

化によって支払の猶予をしてほしいという申し出があったんですけども、第 2 クォーターだけでは

27 件で、こちらもかなり落ち着いてきている状況でございますので、コロナの影響による延滞債

権の増大はあまり影響がないのかなと考えてございます。 

また、財務内容としましても、キャッシュポジション、または内部留保もしっかりと利益を積み上

げることによって、またはそれぞれの銀行との関係性の強化もあって、キャッシュポジションも高

い位置でしっかりとキープができている状況でございます。 

以上、2021 年 3 月期、第 2 四半期の決算の発表をさせていただきました。ご清聴ありがとうござ

いました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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